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校章は、創立直後の昭和17年、公募によって制定され、平成4年、創立50
周年に伴い、商標登録されました。新しいNEWS CITはスクールカラーの
「紫紺」をベースに、さわやかなスカイブルーカラーでお届けします。
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彬子女王殿下に本学初となる名誉博士称号を贈呈／
MIT・ランガー教授に本学の名誉博士称号を授与

横尾さん、2年連続の快挙、優秀講演表彰を受賞／
川島さんが学生ポスターセッションで奨励賞を受賞
／中村さん、電子情報通信学会で優秀ポスター発表賞
を受賞／伊坂さん、CSIS DAYS 2024 優秀共同研究
発表賞を受賞／第9回千葉大学セキュリティバグハン
ティングコンテストで優秀賞を受賞

工学部・電気電子工学科熊谷明哉教授が榊奨励賞を
受賞／今年度の推薦系選抜が無事に終了／令和6年度
前期のグッド・レクチャー賞が決定／科学の楽しさを
感じてもらう「世界一行きたい科学広場」を開催

第75回津田沼祭、3日間で15000人が来場、多彩な
企画と笑顔あふれる祭典に

就職・進路支援だより／コラム

本学は、三笠宮家の彬子女王殿下に対し、千葉工業大学名誉博士（※次頁）
の称号を贈呈しました。
彬子女王殿下は、英国・オックスフォード大学マートン・コレッジで日本美術を

専攻され、2010年に女性皇族で初となる博士号・哲学博士（オックスフォード
大学）を取得。その後、日本の伝統文化に触れる機会を若い世代に提供する
ことを目的とした一般社団法人「心游舎」を自ら設立されるとともに、中近東
文化センター総裁、日本・トルコ協会総裁、日本プロスキー教師協会総裁、
三笠宮記念財団総裁など数々の要職に就かれ、スポーツの振興や文化・芸術
の分野で広くご活躍されています。
本学におかれましては、女王殿下が総裁を務めておられる中近東文化

センターの附属アナトリア考古学研究所と、本学地球学研究センターが
アナトリア地域を中心とした共同研究を開始したことをきっかけに、2020年
4月、同センター主席研究員並びに特別教授にご就任され、これまで、本学の
学生に幅広い知識と教養をご教授いただいております。
今後の本学における教育・研究活動に対し、女王殿下のご寄与は多大で

あり、名誉博士の称号を贈呈することとなりました。なお、本学における名誉
博士の称号贈呈は、彬子女王殿下が初めてとなります。

彬子女王殿下に本学初となる名誉博士称号を贈呈

左から伊藤学長、彬子女王殿下、瀬戸熊理事長



贈呈式でお言葉を述べられる彬子女王殿下

彬子女王殿下の名誉博士の称号贈呈については、１１月
上旬に報道発表を想定していましたが、三笠宮妃殿下の
薨去（１１月１５日）により発表を延期。１２月１５日に
女王殿下の喪が明けた後、関係機関と改めて検討・調整
した結果、12月末の発表となりました。

名誉博士称号贈呈式は10月29日、津田沼キャ
ンパス1号館20階で挙行され、瀬戸熊修理事
長、伊藤穰一学長をはじめ本学役員・役職者など
14人が列席し、厳かに執り行われました。開式の
時刻に合わせ、千葉工業大学の式服を着用され
た彬子女王殿下が瀬戸熊理事長の先導で入場
されると、列席者全員が拍手で出迎えました。
　贈呈式では、伊藤学長が名誉博士記を贈呈
し、彬子女王殿下のご研究と功績をたたえまし
た。続いて、名誉博士のフードを贈呈、瀬戸熊理
事長から記念品の贈呈が行われました。
　次いで、彬子女王殿下が「私は研究が好きだ
という思いのみでここまで歩んでまいりました。
社会に還元できる研究でもありませんし、評価
していただけるような功績もありません。自分
の研究はなんと小さなことかと打ちのめされそ
うになったことも何度もございます。この度名
誉博士号を授与頂き、その歩みが決して間違っ

ランガー氏に本学名誉博士の称号授与

M I T・ランガ―教授に本学の名誉博士称号を授与
　彬子女王殿下に続き、米マサチューセッツ工
科大学（ＭＩＴ）教授として最高の栄誉であるイ
ンスティテュート・プロフェッサーを授与され、
薬物送達システムや組織工学、ナノテクノロ
ジーの分野で大きな業績を挙げているロバー
ト・サミュエル・ランガー氏に対し、本学から名
誉博士称号が授与されました。
　米国のバイオテクノロジー企業「モデルナ」
を含む多くの企業の共同設立者としても知ら
れるランガー氏は、1999年から2002年まで
米食品医薬品局（ＦＤＡ）諮問委員会で議長
を務め、米国の国家科学賞や国家技術革新賞
などを受賞。革新的な研究と企業家精神が新
しい治療法と技術の開発につながり、医療の
進歩に貢献してきたことが高く評価され、今後

本学の教育と研究に大きな寄与が期待される
とし、今回の名誉博士称号授与となりました。
１１月11日に開催された産学懇談会冒頭に執
り行われた授与式で、伊藤学長と瀬戸熊理事
長から名誉博士記や記念品を贈呈されたラン
ガー氏は「大変光栄です。本当にありがとうご
ざいます」と喜びの言葉を述べました。
　また、伊藤学長は、「ランガー氏は医療の中
に工学を持ち込んだ初めての人。エンジニア
リングと社会の関係性、スタートアップのエコ
システムをどうやってつくるか、米国のＭＩＴの
トップの先生はどんな感じなのかを聞けたら良
いと思う。本学の名誉博士となり、ＯＢとしてサ
ポートしていってもらえればと思っている」と期
待を寄せています。
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てはいなかったのだと認めていただけたよう
で、本当にありがたく、励まされる思いがいたし
ます。（一部抜粋）」とおことば（webサイトにて
全文別掲）を述べられました。
閉式後は、会場を２号館３階大教室に移し、

彬子女王殿下名誉博士称号贈呈を記念して講
演会を開催しました。同講演会は、本学の教養
特別科目である「新文化論」の一コマでもあり、
当日は受講生に加え、聴講希望の学生、役員、
教職員ら約330名が会場に集まりました。
　『大英博物館の「日本」コレクション』という
題目で、約1時間講演いただき、大英博物館の
日本美術に関する展示品や、その展示に至る
までの歴史について説明されました。特に、彬
子女王殿下の留学生時代の体験については、
ユーモアを交えたお話に来場者から笑顔がこ
ぼれるなど、会場は終始和やかな雰囲気に包ま
れていました。

　文化交流の推進に尽力され、世界の
文化に多大なる影響を与えられている
彬子女王殿下には、本学における建学
の精神である「世界文化に技術で貢献
する」の実現に、これまでと同様に今後
もお力添えをしていただけるものと確信
しております。この度の栄誉により、女
王殿下と本学との関係が一層強化され
ることを、誠に名誉かつ嬉しく思います。

伊藤穰一学長よりコメント

　千葉工業大学は令和6年2月に名誉
博士の称号を授与する制度を制定しま
した。これは、学術文化や社会への功績
が特に顕著であると認められ、今後、本
学の教育研究への寄与が期待される
方、また、今まで本学の教育研究に寄与
した功績が顕著であると認められる方
に贈られるものです。

名誉博士について

おことば全文はこちら
https://www.it-chiba.ac.jp/topics/20241029-122715/
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後列左から、手塚さん、深見さん
前列左から、池添さん、長谷川さん
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　生命科学専攻修士2年の横尾菜摘さん（五明美智男研究室）が、11月
15日付で日本沿岸域学会研究討論会・優秀講演表彰を受賞しました。
本賞は、同学会が35歳以下の優れた発表者に授与するもので、横尾さん
は昨年度に続く2年連続の受賞となります。
　発表題目は「都市域に配置された緑地における昆虫出現特性」。キャン
パス内や谷津干潟・藤崎森林公園において、2年間にわたる昆虫調査を
継続し、都市緑地における昆虫の多様性について時空間的な比較を行い
ました。3年間の調査で発見した昆虫は315種、個体数は3863に上り、
豊富なデータを整理・分析する過程で、昆虫に詳しくない人にも分かりや
すく伝えられるよう工夫した点が評価されました。
　横尾さんは、「興味から始めた研究を、1本の昆虫網と1台のカメラを手
に3年間。これまでの努力が認められて嬉しいです」と話しています。

横尾さん、
2年連続の快挙
優秀講演表彰を受賞

　情報通信システム工学専攻修士2年の中村浩紀さん（長敬三研究室）
が、10月17日にアクロス福岡で開催された電子情報通信学会アンテナ・
伝搬研究専門委員会より優秀ポスター発表賞を受賞しました。
テーマは「縮退分離マイクロストリップ素子を取り付けた液晶を用いた

ビームステアリングアンテナユニット」。本研究では、移動体における衛星
通信需要の高まりを受け、地上車両向けの平面アレーアンテナの高性能
化を目指し、液晶の誘電率変化を活用した位相制御によるビームステア
リング技術を提案。特に、アンテナ素子の構造を工夫することで、直交偏
波のビーム制御に加え、円偏波の実現にも成功し、衛星通信に適した特
性を備えた点が評価されました。
　中村さんは、「地道な努力が実を結びとても嬉しいです。支えてくださっ
た教授、研究室の仲間、友人に感謝します」と話しています。

中村さん、
電子情報通信学会で
優秀ポスター発表賞を受賞

　先端材料工学専攻修士1年の川島匠
たくみ

生さん（小澤俊平研究室）が、9月19日、
大阪大学豊中キャンパスで開催された第188回日本鉄鋼協会秋季講演大会
学生ポスターセッションにおいて、「奨励賞」を受賞しました。
研究テーマは「ガスジェット浮遊法を用いた溶融酸化鉄の水素還元速度の

測定」で、製鉄プロセスでは大量のCO2が排出されますが、その削減には酸化鉄の
還元を従来の炭材から水素へと置き換えることが重要です。しかし、溶融酸化鉄の
水素還元速度の測定は高温環境下で行う必要があり、従来の手法では困難でした。
本発表では、酸化鉄をガスジェットによって空中に浮遊させた状態で溶融させる
ことで、高温での水素還元速度の測定を可能にする新しい手法を提案しました。
川島さんは「光栄な賞をいただき、とても嬉しいです。小澤先生、栗林先生、清宮
さん（附属研究所）、そして諸先輩方に心から感謝します。この経験を生かして、
さらに研究を深めていきたい」と話しています。

川島さんが
学生ポスターセッションで
奨励賞を受賞

11月16日、東京大学柏地区キャンパスにて開催されたCSIS DAYS 2024
において、都市環境工学科4年の伊坂優太さん(薄井宏行研究室)が優秀共同
研究発表賞を受賞しました。CSIS DAYSは、東京大学空間情報科学研究
センターが主催する学術発表会で、地理空間情報を活用した先端的な研究が
一堂に会する場です。
伊坂さんは、「校歌で歌われる地物とその地理的範囲の可視化」と題し発表。
多くの学校にある「校歌」の歌詞中に含まれる山や川といった地域を特徴づける
地物に注目し、埼玉県下の公立高校を対象に校歌の歌詞と歌詞に含まれる地物
について収集し、地理空間情報の解析ソフト上でその分布や特徴について解析。
伊坂さんは、「テキストデータ化されていない校歌が多く作業に苦労したが、

評価していただけて嬉しい」と、初めての研究発表会での受賞に驚きと感謝
の気持ちを述べました。

伊坂さん、
CSIS DAYS 2024
優秀共同研究発表賞を受賞

第9回千葉大学セキュリティバグハンティングコンテストで優秀賞を受賞
情報ネットワーク学科3年の深見一輝さん、

手塚悠貴さん、長谷川侑哉さん、池添志織さんの
4名（中村直人研究室）が、11月25日に開催され
た第9回千葉大学セキュリティバグハンティング
コンテストにおいて優秀賞を受賞しました。本
コンテストは、千葉大学情報危機対策チーム
（C-csirt）が主催し、システムの脆弱性を検出
し、その分析と報告能力を競うもの。
　今回の受賞は、複数のウェブサイトに対して高度
な脆弱性検証を実施し、具体的かつ再現性の高い
レポートを作成したことによるもので、対象となった
サイトごとに適切な攻撃パターンを検査し、潜在的
リスクを明確に示した点や、レポートの一貫性・
分析の詳細さが高く評価されました。
　本コンテストでは、「千葉大学バグハンティング

コンテスト2024報告書」を作成。ステージ1では
デモサイトを対象に脆弱性を調査し、特性や
再現性を分析。ステージ2では、千葉大学の本番
環境サーバーを対象にリスク評価を行い、影響
範囲や対応優先度を検討しました。
受賞について、チームメンバーは「このコン

テストを通じて、私たちは技術力の向上だけで
なく、問題解決能力や粘り強さといった、人生
の中でも大切になるスキルを学ぶことができ
ました。これらの経験は、今後の人生において
も必ず役立つものだと確信しています。この素
晴らしい機会を与えてくださった先生方、千葉
大学の皆様、そして支え合いながら共に挑戦
したチームメンバーに感謝したい」と喜びを語
りました。
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科学の楽しさを感じてもらう 「世界一行きたい科学広場」を開催
　11月23日、親子で気軽に参加できる地域密
着型の科学イベント「世界一行きたい科学広
場」が、浦安市東野の東海大学付属浦安高校・
中等部体育館で開催されました。
　本学からは教育センター（先進工学部）の南澤
麿
ま ゆ み

優覽研究室が出展し、「日本の生物多様性の
保全と千葉県の金

キンセンカ

盞花、海洋由来の薬用成分」
をテーマに、子どもから大人まで楽しめるブー
スを展開しました。当日は南澤准教授をはじ
め、研究室の学生10名が参加。来場者に向け
て、日本の生態系の多様性や千葉県産の植
物・海洋資源が持つ可能性について、わかりや
すく解説しました。
　また、柚子や金盞花の抽出物を用いたアロマ
キャンドル作りを実施。子どもたちは香りや色

の変化を楽しみながら、自然由来の成分を活用
したものづくりを体験しました。自分だけのオリ
ジナルアロマグッズが完成すると、「いい香り！」
「作るの楽しい！」と親子で科学の面白さを実
感する姿が印象的でした。
　今回初参加の出展を終えた南澤准教授は、
「幅広い年齢層の方にご参加いただき、作業
に真剣に取り組む姿がとても印象的でした。温
かい気持ちをいただき、大変感謝しています」
と話しています。
　本学は今後も地域の科学啓発イベントへの
積極的な参加を通じて、科学の楽しさを広める
活動を続けていきます。

令和6年度前期のグッド・レクチャー賞が決定
令和6年度前期のグッド・レクチャー

賞に教員20人が選ばれ、11月9日の
受賞式で伊藤穰一学長から表彰された。
令和２年から、過去５回以上ベス

ト・ティーチャー賞を受賞した教員を
Distinguished Teacher、過去５回
以上グッド・レクチャー賞を受賞した講義
をDistinguished Lectureと認定して
表彰対象からは外すこととしている。

キャンドルづくりを体験する生徒たち

順番待ちに並ぶ参加者

［機械電子創成工学科］新井 浩志 教授　［電気電子工学科］藤本 靖 教授／山崎 克巳 教授／松田 忠典 准教授 ［応用化学科］ 原口 亮介 准教授 
［認知情報科学科］ 今井 順一 教授／山崎 治 准教授　［経営デザイン科学科］ 関 研一 教授　［デジタル変革科学科］ 角田 仁 教授／田隈 広紀 教授 
［教育センター（工学部）］相川 文弘 教授／大貫 俊彦 准教授／重 歩美 助教／森林 駿介 非常勤講師　［教育センター（創造工学部）］　東山 幸司 教授 
［教育センター（情報変革科学部）］ K.R.ジョンソン助教　［教育センター（未来変革科学部）］ 木島 愛 教授／須藤 勲 教授／髙松 佑介 助教／中村 達 助教 

　これまでにプロジェクトマネジメント
学科の鴻巣努教授がDist inguished 
Teacherに認定され、未来ロボティクス
学科の米田完教授、教育センターの市川
洋子助教、佐藤和教授、引原有輝教授
の講義がDistinguished Lectureに
認定されている。
今年度前期受賞者は次の通り（順

不同）。

　電気電子工学科の熊谷明哉教授が、
マイクロビームアナリシス技術部会より
「榊奨励賞」を受賞しました。表彰式お
よび受賞講演は、11月17日から22日
に島根県松江市で開催された国際会議
「ALC'24」内で行われました。  
受賞した研究は、「ナノ電気化学反応

を可視化する電気化学顕微鏡の応用開
発」。熊谷教授は、リチウムイオン電池を
はじめとするエネルギー材料の表面に
おけるイオン伝導をナノスケールで可
視化する技術を開発。特に、生物分野の

工学部・電気電子工学科 
熊谷明哉教授が
榊奨励賞を受賞

今年度の
推薦系選抜が無事に終了

分析手法を応用した顕微鏡により、リチ
ウムイオンが材料内部で脱離・挿入す
る様子を詳細に観察可能にしたことで、
電池性能の向上に繋がる重要な知見を
提供しました。
　熊谷教授は「歴史ある名誉な受賞、大
変光栄です。本技術をさらに発展させ、
カーボンニュートラル社会の実現に寄与
したい」と述べています。

　総合型（創造）選抜が10月12、13日に実施され
たのを皮切りに、10月27日＝情報科学部変革科学
部（3学科）、未来変革科学部（2学科）を対象とした
総合型（デジタルイノベーター発掘）選抜、11月17
日＝学校推薦型選抜（指定校制・帰国生徒指定校
制）、同23日＝特別選抜（外国人留学生・帰国生徒・
社会人）、編入学選抜（指定校制・高等専門学校）、
同24日＝学校推薦型選抜（公募制・専門高校）が実
施され、無事に終了しました。
　今年度の推薦系志願者総数は１５３９人。編入学
選抜の試験志願者数は36人となりました。

4



2 0 2 4 . 1 2 . 1 5NEWS CIT

　本学恒例の秋のお祭り「津田沼祭」〈実行
委員長：髙橋理子さん（都市環境工学科３年）〉
が11月23日～25日の3日間開催されました。
　今年で75回目となる津田沼祭のテーマは
「開花」。実行委員会や参加団体の努力が結
実し、来場者に感動を届ける場になること、多
様な展示や体験を通じ、来場者が新たな興味
や可能性を見いだすきっかけとなること、この2
つの思いから「津田沼祭に関わる全ての人の人
生が、美しい花のように輝くこと」という願いが
込められています。

　初日は、強風のため、残念ながら屋外の模擬
店やイベントは中止となり、一部、屋内で出店
する等変更もありましたが、残りの２日間、サー

クルや研究室、自治会による、
焼きそば、混ぜそば、やき鳥、
チョコバナナなどの模擬店
がずらりと軒をつらね、ハ
ンドドリップでコーヒーを

第75回津田沼祭、3日間で15000人が来場
多彩な企画と笑顔あふれる祭典に

提供する本格派から、もち米を使ったワッフル
「もっふる」や、じゃんけんで勝つとギョーザの
数が増えたり、10個のギョーザを一番早く食
べると無料になったりなどのユニークな企画が
盛りだくさんでした。

　４号館前の特設ステージでは、各団体による
ライブやパフォーマンスを披露。24日は、シン
ガー・ソングライター井上苑子さんのライブや
「四千頭身」「すゑひろがりず」のお笑いステー
ジのパフォーマンスが披露されました。
また、よさこいソーラン風神部が23日・24日、

広場で演目を披露し、引退する19代目（3年）の
6人による演舞が始まると歓声が起こり、19代
目が作詞・作曲した「奏

かなた

向」でメンバー全員が舞
い踊ると、観客は手拍子で参加したり、一緒に踊
り出したりする人も。同部代表でこの日で引退し
た飯倉菜那さんは「ほかの代より人数が少ない
ことや、ほかの環境のデメリットをメリットに、
マイナスをプラスに変えて前向きにできたのが

19代目。このメンバーでできて最高だった。これ
からもよさこいソーラン風神の応援よろしくお
願いします」とサークル活動を振り返りつつ後
輩への応援を呼びかけました。
６号館を中心に行われた屋内イベントでは、

今回で28回目になるロボットコンテストや、ゲー
ム「スーパーマリオメーカー2」や「大乱闘スマッ
シュブラザーズ」の対戦会など、イベントや展
示、演奏、ワークショップなどが行われました。

　津田沼祭実行委員長の髙橋さんは、「第75
回津田沼祭は天候にも恵まれ、約15 ,000
人のご来場をいただき盛況のうちに終了しま
した。来場者や参加団体の笑顔と『楽しかっ
た！』の声が何よりの喜びです。実行委員会一
同、試行錯誤と協力を重ね成功をつかみまし
た。ご支援くださった皆様に心より感謝申し上
げます。来年の第76回もさらに発展させるべ
く尽力いたしますので、引き続きご支援よろし
くお願いいたします」と述べました。

芸術の秋！満載の写真展

笑顔と美味しさを届ける模擬店ブース

大画面に映し出される名勝負

焼
チ
が
ン

開会の挨拶をする
髙橋実行委員長

キャンパス内を盛り上げたよさこいソーラン風神部津田沼祭開催！期待に胸ふくらむ来場者の列

息の合った演奏を披露する吹奏楽部

ダイナミックな作品で観客を魅了

イベント
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　煌めくイルミネーションを眺めながらも、心の片
隅で『あれもやらなきゃ、これも済ませなきゃ』と師
走の忙しさに追われる12月。気づけば2024年も
あとわずか。今年はどんな１年だったでしょうか？
　私にとっては、まさに「ついてる！」1年だったかも
しれません。というのも、日本一チケットを取るの
が難しいと言われる堂本光一の舞台『SHOCK』を
３回も観劇し、しかも、大千秋楽もライブビューイ
ングで鑑賞。まさに奇跡のような充実した１年でし
た。『SHOCK』の圧巻のパフォーマンスを目の当た
りにし、毎回心を震わせながら「私、運を全部ここ
で使い果たしているのでは？」とすら思うほど。しか
し、そんな心配をよそに、なんと 年明けにはKinKi 
Kidsのコンサートにも行くことが決定！年をまたい
で、なお、幸運が続く予感にワクワクしています。
「今年はツイてたなあ」と振り返りながら思う
のは 「好きなものに全力で向き合える時間こそ
が何よりの幸せ」ということ。仕事や日常の忙しさ
の中でも、大好きなものを楽しむ時間を持てたこ
とが、何よりの「幸運」だったのかも。
皆さんにとっても、素敵な年末、年始となり

ますように。
入試広報部　大橋 慶子

　本学に着任してから4年目を迎え、今年度より
PPA監事を拝命しました。着任してからPPAとの
接点は、会費の給与天引きの他では、ご父兄との
個別面談があります。小職が大学生の時に、父兄
と教員との個別面談はなかったと思いますし、自
分の子供が大学生だった時に、個別面談の案
内をいただいても、参加したことはありませんで
した。このため、教員になって初めて個別面談に
臨むことになりましたが、ご参加されるご父兄の
中には、遠方から新幹線で本学までお越し下さ
る方もいらっしゃるので、本学に対するご父兄の
期待を改めて実感しています。
個別面談でのご相談は各人各様ですが、２年

次に就職活動のご相談をされたご父兄のご子
息は、小職の研究室配属を希望され、就職活
動にも配属前から取り組んで下さった結果、
ご父兄も納得される企業に就職されました。配
属後もご父兄は個別面談には毎年ご参加さ
れ、ご子息の近況をお伝えすることができま
したので、このような良い循環を拡げていけるよ
う、PPAの活動を微力ながら役員としても取
り組む所存です。

経営デザイン科学科　東 壯一郎

『今年もイルミネーション楽しみです！』また
この時期が来てしまった。
　そう、自宅イルミネーションの時期です。
田舎のいつもは街灯しかない暗い部落に、
この時期だけキラキラしている、ある意味
キテレツな民家が出現する。家の庭先を彩る
イルミネーションを行ってからもう何年になる
だろうか。
　最初は家の中だけに飾り、翌年は軒下と
屋根回り、その翌年は庭へとやればやるほど
ここもここもと拡張が止まらなく面積が増えて
いった。
イルミネーションを飾る準備は10月頃から

はじまる。まずは、夏の間伸び切ってしまった
植木の剪定、雑草の草刈り、これがなかなかの
重労働で、それが終わると、小屋からイルミネー
ションライトや電源・サンタ・トナカイなどの
モチーフを出し、飾り付けが始まる。今年はどんな
パターンで飾り付けをしていくか考えながら約
2週間かけて作業を進め、いざ点灯してみると
点かないなどのトラブルを解消しながら、今年
も無事点灯を開始した。

情報システム担当　高沼 憲昭

就職
・進路

に役立つ情報を
お届けします

年明けからの活動計画がカギに。積極的な行動でチャンスをつかもう！

引き続き個別支援を中心に行っています。多くの企業が採用を継続していますので、諦めず就職・進
路支援部にご相談ください。１月以降、学内企業説明会や選考会を複数実施予定です。千葉工大生の
採用意欲が高い企業が集まるため、例年参加学生の多くがこの時期に内定を獲得しています。未内定
学生は必ず参加し、卒業までの内定を目指しましょう。詳細は決定次第メール配信や就職システムで
お知らせします。今後、進路未決定の学生には、個別に電話連絡を入れることもあります。保護者の皆
様と連携した支援が必要になることもありますので、その際はご協力をお願いいたします。
※4年生及び修士2年生で、既に就職や進学等の卒業後進路が確定している学生は、速やかに就職
システムで進路報告の登録をお願いいたします。

【学部4年生・修士2年生向け支援】

【学部3年生・修士1年生向け支援（他学年の参加も可）】
3年生と修士1年生は、いよいよ就職活動の本番間近です。自己分析や業界・職種研究、各種対策（筆

記試験・履歴書・面接など）の準備が、内定獲得へのポイントです。準備が多く何をしたら良いのかわから
ないなど不安があれば、個別相談も可能です。就職システムの個人面談予約や、窓口の当日面談予約を
積極的に利用してください。
　年明けからは、多くの企業が参加するイベントがスタートします。１月は、千葉工大卒業生、または入社
年数の浅い若手中堅社員から直接仕事内容やアドバイスを聞ける「卒業生・若手中堅社員との交流会」を
開催します。卒業生や若手社員ならではのアドバイスや裏話がきけるチャンスです。今月は、１月の参加企業の
一部を紹介します。この機会に、千葉工大生の採用意欲が高い企業と接点を持ち、積極的に情報収集し
ましょう。懇談会は、全学年の参加が可能です。その他、大手志望学生向けセミナー、グループ面接対策、マ
ナー講座等も実施しますので、行事カレンダーまたは就職システムで確認してください。引き続き、カウンセ
ラーとの個別相談や、内定を獲得したばかりの先輩に相談できる「学生アドバイザー」の利用も可能ですの
で、就職システムから個人面談予約をご利用ください。学内の講座を活用して、万全な状態で臨みましょう。


